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私は『京都大学大学院工学研究科馬詰彰奨学寄附金』の支援を賜り、博士課程 3年次の 9月から 6週間、
カナダはモントリオールにあるマギル大学（McGill University）での海外研修を受けさせていただくこ
とができました。私は滞在の間、物理学科の物性物理に関する研究室にお世話になりました。このマギ
ル大学の物理学科はノーベル賞も受賞した原子物理学の大家であるラザフォード氏の名を冠す建物に
入っており、毎週開かれる著名な研究者を招いてのセミナーへの姿勢からは、その名に恥じない学生た
ちの学問への熱心さが伺えました。
博士課程での研究は自分用にカスタマイズした装置を用いて実験を行っているため、当初はこのよう
な海外研修で直接的な成果、または自身の研究へのフィードバックとなるような寄与は難しいと考えて
いました。しかし、先方の研究者が取り組んでいる内容の一つに私にも関係するものがあったため、ま
ず理論や数値解析の面から対応できないか考えました。このことを通して、先方の研究者のバックグラ
ウンドである物理学とは異なる、電気や制御面からの考え方が、活き活きとした議論を生み出しました。
本来研修をする際、事前に内容を決定しておくことが短い期間で研究を進める伴となりますが、このよ
うにその場で議論しながら新しい視点を生み出すことも、非常に「研究」らしさ溢れているということ
を感じたものです。
この海外研修で私の得たものは、研究成果でなく、英語力でもなく、「対話」ではないかと考えてい
ます。これまでの研究生活は基本的に一人で行うものであり、自身で解決できることが多かったため研
究に関して人と議論する機会は少なかったように思います。しかし、たとえ煩雑であっても、その時は
無駄と感じるとしても、何かが進んだり変わったりするきっかけになることは間違いありません。それ
には言語は関係ないのです。
最後に、モントリオールは歩くだけでもとても面白い街です。少し歩けば繁華街から学生街、旧市街
のたたずまいや、すぐそばにモンロワイヤル山があります。異国の地で歩き、見て、何かを感じればそ
れが経験になるということを思わせてくれた渡航となりました。
